
嘉
瀬
氏　

教
育
委
員
に
就
任

 

か 

せ 

嘉
瀬　
ひ
さ
お

尚
男　

氏
（
埴
谷
）

　

6
月
24
日
付
け
で
、
嘉
瀬
尚
男
氏
が
教

育
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
瀬
氏
は
、
会
社
役
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
睦
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な

ど
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
就
任
の
あ
い
さ

つ
で
「
保
護
者
と
し
て
の
立
場
と
一
般
市
民

の
見
方
か
ら
意
見
の
発
信
を
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

教
育
行
政
で
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

山
武
市
農
業
共
同
参
画
推
進
会
で
は
、

男
女
が
農
業
経
営
や
地
域
社
会
活
動
に
参

画
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
本
年
12
月
の
農
業
委
員
改

選
に
向
け
て
、
女
性
委
員
の
登
用
を
推
進

す
る
た
め
、
市
長
、
市
議
会
議
長
お
よ
び

農
業
委
員
会
長
へ
要
望
書
の
提
出
を
行
い

ま
し
た
。

 
　

保
育
所
・
こ

ど
も
園
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・

中
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
お
子
さ

ん
が
い
る
家
庭

へ
、
学
校
な
ど

を
通
じ
て
配
布

し
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
が

保
育
所
や
幼
稚
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
ご
家

庭
や
、
市
外
の
保
育
所
、
幼
稚
園
等
に
通
っ

て
い
る
ご
家
庭
に
は
、
子
育
て
支
援
課
窓
口

で
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
家
庭　

中
学
校
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
ま
た
は

妊
娠
中
の
方
が
い
る
ご
家
庭

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

７
月
か
ら
優
待
カ
ー
ド
「
チ
ー
パス
」
を
、

協
賛
店
「
チ
ー
パ
ス
の
店
」
で
提
示
す
る

と
、
お
店
が
決
め
た
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
協
賛
店
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係

☎
０
４
７
９
（80）
８
３
６
６

　

市
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
行

政
情
報
や
防
災
、
地
域
情
報
を
ま
と
め
た

「
山
武
市
く
ら
し
の
便
利
帳 

2
0
1
2
」

を
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
活
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
地
域
企
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
、
市
と
民
間
事
業
者
（
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
）
が
共
同
発
行
し
ま
し
た
。
発

行
・
配
布
費
用
は
、
市
内
を
中
心
と
す
る

企
業
や
団
体
の
広
告
料
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
便
利
帳
は
、
市
民
自
治
支
援
課
、

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　

市
民
自
治
支
援
課
市
民
広
報
係

☎
（80）
０
１
５
２

　
　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス（
広
告
）

☎
０
４
７
６
（23）
６
１
４
０

保
護
者
の
立
場
、市
民
の

見
方
で
意
見
を
発
信

子
育
て
応
援
！

優
待
カ
ー
ド「
チ
ー
パ
ス
」

農
業
委
員
へ
の
女
性
登
用

の
要
望
書
を
提
出

く
ら
し
の
便
利
帳
を
発
刊

市長からの辞令交付（写真左嘉瀬氏）

市長へ要望書を提出
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地域審議会委員（敬称略）

※団：公共的団体等を代表する委員　学：学識経験を有する委員　募：公募により選任された委員

◎会長　　○副会長○○副会副会長長

蓮沼地区 松尾地区 山武地区 成東地区

秋葉　　修 団 大津　秀夫 団 伊藤　嘉一 団 宇津木久子 団

石𣘺　滝夫 団 小梛　　昌 団 香焼　由和 団 大橋　正人 団

今関　　紘 団 北田　明夫 団 齊藤美由紀 団 大類　英之 団

片岡　英夫 団 北田　正之 団 鈴木　章浩 団 小山　和典 団

善塔　　雄 団 齊藤　澄子 団 牧口　末男 団 野口よ　子 団

団 地布久勝夫 団 　　　明久 団 長谷川博信 団

飯島　正夫 学 奥田　政美 学 伊藤　　和 学 諏訪富美江 学

石𣘺　　宏 学 鈴木　　超 学 宇井　正己 学 髙木　　壽 学

木島　弘喜 学 土屋　秀雄 学 小川　克彦 学 田邉　孝雄 学

土屋美智枝 学 野中　　学 学 髙橋　照美 学 長谷川美代子 学

加瀬　　栄 募 秋葉　利一 募 秋山　　滋 募 石井　博行 募

橋本　典子 募 大橋　一雄 募 朝見　文江 募 今関　康弘 募

押尾　　夫 募 菅居　忠男 募 吉川　瑞郎 募

周東　慶幸 募 藤田　和也 募 長谷川清和 募

古川　　栄 募 山本　守安 募 稗田　忠弘 募

◎

○

◎

○

◎

○

◎

○

蓮
沼
、松
尾
、山
武
、成
東
地
区

地
域
審
議
会（
第
４
期
）が
ス
タ
ー
ト

　

合
併
後
、
地
域
住
民
の
意
見
を
施
策
に

反
映
し
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
実
現
で
き
る
よ
う
、
合
併
前
の
旧
町
村

を
単
位
と
し
て
、
蓮
沼
、
松
尾
、
山
武
、

成
東
の
各
区
域
に
地
域
審
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
、

地
域
の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
第

４
期
の
委
員
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
回
目
の
会
議
を
６
月
26
日
、
市

役
所
に
て
各
地
区
合
同
で
開
催
し
、
市
長

か
ら
委
員
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
そ
の

後
各
地
区
に
お
い
て
会
長
・
副
会
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
審
議
会
と
は

　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
っ
て
市
民

の
意
見
が
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
旧
法
）
第
５
条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

旧
町
村
の
区
域
に
か
か
る
次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
審
議
し
、
市
長

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
市
の
附
属

機
関
で
す
。

①
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す
る
事
項

②
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
に
関
す
る

　

事
項

③
地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の
活
用
に
関

　

す
る
事
項

④
新
市
の
基
本
構
想
の
作
成
及
び
変
更
に

　

関
す
る
事
項

⑤
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長

　

が
必
要
と
認
め
る
事
項

会
議
は
公
開
し
ま
す

　

地
域
審
議
会
は
、
だ
れ
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
の
開
催
予
定
や
議
題
、
会

議
録
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
　

企
画
政
策
課
企
画
係　☎

（80）
1
1
3
1

市長から委員へ委嘱状が交付されました（6月26日）
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